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Ⅰ．序論
　今日，スポーツは人々の生活に欠かせないも
のになっている．オリンピックなどのメガ・ス
ポーツイベントに多くの人々が関心を寄せ，ま
た日常では，ランニングや少年サッカー，少年
野球などを行う人も増えている（柳沢，2017）．
現代では，老若男女問わず，スポーツは多様
な形で人々の生活の中に取り込まれていること
は，疑う余地のない事実であるといえよう．ま
た，スポーツ基本法によって “ スポーツ権 ” が
明文化されたこともスポーツが全ての人の生活
に浸透している証左ではないだろうか．
　スポーツには，様々な価値があることは多く
の人が認識しているところである．友添は，「ス
ポーツを通して，喪失と獲得，競争と共同，共
存と敵対，苦悩と幸福，勝利と敗北，屈辱と向上，
傲慢と失脚などの実人生で経験すべきことを集
約的に経験できる宝庫である」（友添，2017，
p.10）と述べている．また，体育・スポーツに
おける学びについて，上野は，「体の使い方や
動き方といった要素還元主義的なものではな
く，言葉になりにくいイメージをそのまま学ぶ
回路を開き，論理的思考を超えたイメージによ
る思考を促す」（上野，2012，p.100）としてい
る．ここに示したとおり，スポーツは単なる娯
楽や余暇活動にとどまらない．スポーツの教育
的な側面についても，すべての人々が享受でき
るようにする必要があろう．特に，子どもたち
にとっては，心身の健全な発育発達や，社会性
の向上といったわが国が抱える今日的な課題を
解決するためにも子どもたちの積極的なスポー
ツ行動は支援していく必要がある．
　仙台大学では，かねてから様々な形で子ども
たちのスポーツ行動の支援をおこなってきた．
「仙台大学柔道塾（以下，柔道塾）」もその一環
である．開塾以降，多くの子どもに柔道の機会
を提供してきた柔道塾であるが，近年は，毎週
の活動以外にも合同練習会の開催など，東北地
区全体の柔道振興に努めてきた．しかしなが
ら，わが国全体を見渡すと，柔道の競技人口
は減少傾向にある．特に，中学生や小学生に
おいて，2003 年には中学生が 51,277 名，小学
生が 48,358 名であったが，2017 年には中学生
が 32,954 名，小学生が 35,613 名であった（全
日本柔道連盟，ONLINE）．いずれも，およそ
30％の減少であった．競技人口減少の背景には，
人口減少やそれに伴う道場の減少，柔道に対す
るネガティヴなイメージなどが考えられる．
　すでに述べてきたとおり，スポーツがもつ
様々な価値をすべての人々が享受できるよう
に，スポーツ環境を整えられなければならない．
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そのためには，主体となる子どもおよびの保護
者ニーズと指導の成果と課題を正確に把握し，
運営方法ならびに指導方法を見直すことが重要
である．そこで，これまで少年柔道教室を対象
として行われた研究を概観してみた．CiNii を
用いて，「少年柔道」をキーワードとして検索
をしたところ，44 件の論説がみつかった．そ
のほとんどは，競技分析研究（清野，2011；清野，
2012）や指導法の研究（尾形ほか，2005；野瀬
ほか 2008；山崎ほか，2009）であり，保護者
ならびに子どもが柔道教室に対して何を求めて
いるか，あるいは柔道教室に参加することで何
を得られたかといった研究は少数であった．す
なわち，少年柔道教室へのニーズならびに指導
の成果と課題について検討した研究の蓄積はほ
とんどないといえる．
　そこで本研究では，少年柔道教室に参加する
保護者と子どもを対象に，それぞれが柔道教室
に求める期待ならびに参加して得られた成果と
課題について，質問紙調査を用いて明らかにし，
少年柔道教室の運営方法と指導方法を見直す際
に資する情報を提示することを目的とした．
Ⅱ．方法
１．対象
　本研究の対象は，仙台大学で平成 29 年 12 月
17 日（日）に開催された「東北ブロック育成会」
に参加した柔道スポーツ少年団に参加する小・
中学生とその保護者とした．受付時に質問紙を
配布し，練習終了後に回収した．その結果，子
ども 160 名分，保護者 45 名分の質問紙を回収
することができた．いずれの回答も全ての項目
に回答が記されていたため，子ども 160 名分（有
効回答率：100％），保護者 45 名分（有効回答率：
100％）を本研究の対象として扱うこととした．
　なお，質問紙は回答者の個人情報保護のた
め，氏名ならびに所属から個人を特定できない
よう，無記名で実施した．
２．調査内容
　本研究では，質問紙調査を実施した．質問紙
は，柔道を専門とする大学教員 2 名が協議の上，
作成した．調査項目は，①柔道教室に参加して
得られた成果，②柔道教室に参加する上での課
題，③少年柔道教室に期待すること，④柔道継
続意思，の４観点であった．いずれの観点につ
いて，子どもと保護者それぞれに同様の質問を
実施した．①柔道教室に参加して得られた成果
について，「体力・技術」，「挨拶・礼儀」，「試
合で勝つこと」，「忍耐力」，「丈夫な体」，「コミュ
ニケーション力」，「その他」，の 7 項目から上
限を 2 つとして回答を求めた．②柔道教室に参
加する上での課題について，「柔道が難しい」，
「勉強との両立が困難」，「お金がかかる」，「道
場が遠い」，「道場での人間関係」，「面白くない」，
「先生が怖い」，「怪我が心配」，「特にない」，「そ
の他」，の 10 項目から複数回答可として回答を
求めた．③少年柔道教室に期待することについ
て，「①柔道教室に参加して得られた成果」と
同様に，「体力・技術」，「挨拶・礼儀」，「試合
で勝つこと」，「忍耐力」，「丈夫な体」，「コミュ
ニケーション力」，「その他」，の 7 項目から上
限を 2 つとして回答を求めた．④柔道継続希望
の有無について，「小学生まで」，「中学生まで」，
「高校生まで」，「大学生まで」，「社会人以降」，
の 5 項目からひとつ選択して回答を求めた．
３．分析方法
　本研究では，子どもと保護者それぞれから
データを収集したが，各観点における回答のう
ち，どの回答が最も多いかを分析するために
適合度の検定を用いて検討した．有意水準は
5％未満と設定した．なお，検定は Microsoft 
Excel を用いて実施した．
Ⅲ．結果と考察
１．柔道に対する意識
　1）少年柔道教室に参加して得られた成果
　少年柔道教室に参加して得られた成果は表 1
に示す通りであった．最も多かった項目は，「挨
拶・礼儀」で，82（26.4％）であった．続いて，
「体力・技術」が 72（23.2％），「忍耐力・精神
力」が 57（18.3％）であった．このうち，「挨
拶・礼儀」と「体力・技術」との回答は，「忍
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耐力・精神力」を除く他の項目よりも有意に多
かった．一方で最も少なかった項目は「コミュ
ニケーション力」で 28（9.0％）であった．
　これに対して，少年柔道教室に子どもを参加
させている保護者が感じている成果は表 2 に示
す通りであった．最も多かった回答は「コミュ
ニケーション力」で，20（22.5％）であった．
続いて，「挨拶・礼儀」が 19（21.3％），体力・
技術が 17（19.1％）であった．各項目の分布に
ついて検討したところ「その他」は他の項目よ
りも有意に少なかった．
　2）柔道教室に参加する上での課題
　柔道教室に参加する上での課題は表 3 に示す
通りであった．最も多かった回答は，「特にない」
で，69（30.5％）であった．続いて「勉強との
両立が困難」が 55（24.3％），「怪我が心配」が
29（12.8％）であった．「特にない」という回答は，
次点である「勉強との両立が困難」を除いて，
ほかの項目よりも有意に多かった．
　これに対して子どもを柔道教室に参加させる
上での課題は表 4 に示す通りであった．最も多
かった回答は，「特にない」で 22（41.5％）であっ
た．続いて，「勉強との両立が困難」が9（17.0％），
「怪我が心配」が 7（13.2％）であった．
　この結果から，子ども・保護者ともに，現在
のスポーツ活動に対して概ね満足していること
　「挨拶・礼儀」として礼や礼法を指導するこ
とは，柔道のみならず武道においては重要視さ
れている．中村によると，礼とは，「人間関係
をスムーズにするために考え出された知恵」（中
村，2007，p.123）と述べている．相手の存在
が前提となる武道においては，相手を尊重し肯
定することが求められているのである（中村，
2007）．家庭や学校など日常生活では学ぶこと
が困難な価値観であることが推察され，柔道教
室に参加して得られた成果として捉えられてい
ると考えられる．
が示唆された．しかし，この結果を批判的に捉
えれば，現状のスポーツ活動に対して受動的
で，自主的な参加ができていないと考えること
ができる．ここでの回答をもとに，対象者の運
動者行動を考えると，対象者らは柔道教室とい
う「場」に対して接近行動をとっていることが
示されたが，スポーツ活動自律的に参加してい
るのか他律的に参加しているかどうかは明らか
にすることができなかった．永田（2017）は，
スポーツは自己目的的な活動であり，体育・ス
ポーツ経営学では運動者の自律性・自主性を育
むことが重要な課題であると述べている．今後
は，少年柔道教室に参加する子ども・保護者の
運動者行動について深く検討する必要が示され
た．
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小学 生まで 7 4.4% 0 0.0%
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表 7　柔道の継続意思
　3）少年柔道教室に対する期待
　少年柔道教室に対する子どもの期待は表 5 に
示す通りであった．最も多かった回答は，「体
力・技術」で，106（36.8％）であった．続いて，
「挨拶・礼儀」が 65（22.6％），「試合で勝つこ
と」が 38（13.2％）であった．特に「体力・技
術」は他のすべての項目と比べて有意に多い結
果であった．
　これに対して，少年柔道教室に対する保護者
の期待は表 6 に示す通りであった．最も多かっ
た回答は「挨拶・礼儀」で，36（40.9％）であっ
た．続いて「忍耐力・精神力」が 29（33.0％），
「コミュニケーション力」が 11（12.5％）であっ
た．「挨拶・礼儀」について，「忍耐力・精神力」
　4）柔道の継続意思
　子どもと保護者の柔道継続意思は表 7 に示す
通りであった．社会人以降も継続して柔道を続
けていきたいという回答が子ども・保護者と
もに最も多く，それぞれ 53 名（33.1％）と 31
（68.9％）であった．少年柔道教室に参加する
子どもも保護者も，生涯にわたって継続的に柔
道に取り組んでいきたいと考えていることが示
を除くすべての項目よりも有意に多かった．
　子どもの結果をみると，上位 2 つの項目は子
どもが成果と感じている項目と一致していた．
すなわち，子どもが少年柔道教室に期待するこ
とと，成果と感じていることの整合性が図れて
いるということが示された．一方で，子どもと
保護者の回答と比較すると，子どもは「体力・
技術」を高めて「試合で勝つこと」を期待して
柔道に取り組んでいるが，保護者は「挨拶・礼
儀」を十分に行うことができる「コミュニケー
ション力」の獲得を期待していると推察できる．
いずれも柔道を手段的に行なっているが，期待
については，子どもと保護者の間で相違がある
ことが示された．
された．
　序論で述べた通り，現代では，老若男女問わ
ず，スポーツは多様な形で人々の生活の中に取
り込まれているが（柳沢，2017），本研究の対
象においては，柔道に対するコミットメントが
高いことが推察され，生涯にわたって柔道と関
わっていきたいという意思が示される結果と
なった．
川戸　湧也ほか
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Ⅳ．結論
　本研究の目的は，少年柔道教室に参加する保
護者と子どもを対象に質問紙調査を実施するこ
とによって，少年柔道教室の成果と課題につい
て検討し，よりよい運営に資する情報を提示す
ることであった．
　本研究の対象は，仙台大学において開催され
た「東北ブロック育成会」に参加した，柔道ス
ポーツ少年団に参加した小学生および中学生
160 名と，その保護者 45 名であった．質問紙
調査では，①柔道教室に参加して得られた成果，
②柔道教室に参加する上での課題，③少年柔道
教室に期待すること，④柔道継続意思，の４観
点を調査した．なお質問紙には，無記名で回答
を求めた．
　①少年柔道教室に参加して得られた成果に
ついて，子どもの回答では，「挨拶・礼儀」82
（26.4％），「体力・技術」72（23.2％），「忍耐
力・精神力」57（18.3％）の順で多かった．保
護者の回答では，「コミュニケーション力」20
（22.5％），「挨拶・礼儀」19（21.3％），体力・
技術 17（19.1％）の順で多かった．②柔道教室
に参加する上での課題について，子どもの回答
では，「特にない」69（30.5％），「勉強との両
立が困難」55（24.3％），「怪我が心配」29（12.8％）
の順で多かった．保護者の回答では，「特にない」
22（41.5％），「勉強との両立が困難」9（17.0％），
「怪我が心配」が 7（13.2％）の順で多かった．
③少年柔道教室に期待することについて，子ど
もの回答では，「体力・技術」106（36.8％），「挨
拶・礼儀」65（22.6％），「試合で勝つこと」38
（13.2％）であった．保護者の回答では，「挨拶・
礼儀」36（40.9％），「忍耐力・精神力」29（33.0％），
「コミュニケーション力」11（12.5％）の順で
多かった．④柔道継続意思については，子ども・
保護者ともに「社会人以降」が最も多かった．
　本研究の結果から，少年柔道教室に参加する
子ども・保護者ともに，成果としては，他者と
の関わり合いに関する事柄を挙げており，柔道
を通して他者と関わり合えることを成果として
認識していることが示された．また，子ども・
保護者ともに概ね現状に満足をしてスポーツ活
動に参加していることが示唆された．さらに社
会人以降も柔道を継続したい・継続してほし
いと考えていることも示され，少年柔道教室に
参加している子ども・保護者は柔道に対するコ
ミットメントは高いと推察できた．最後に，少
年柔道教室に参加する子供は「体力・技術」を
高めて「試合に勝つこと」を期待して参加して
いるが，保護者は「挨拶・礼儀」が十分できる「コ
ミュニケーション力」を獲得することを期待し
ており，その点で両者の期待の間に相違があっ
た．ただし，いずれの期待についても柔道に取
り組む中で答えることは可能であると考えられ
る．
　今後の課題としては，実際に指導を担ってい
る指導者からも情報を収集して，より詳細に少
年柔道教室の実態を明らかにし，よりよい運営
に資する情報を提示していきたい．
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